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CMが急に検出されなくなっている。この CM-shiftは， I られ，その後ほとんど進行しないことを明らかにした。









こととよく一致し，この部分 (1500Hz付近)に蛸牛の | ことを明らかにしたものである。研究科委員会は審査
基底回転と上方回転の境界があり，その上方回転の障 | 委員会の報告に基いてこれを討議し審査した結果，本
害が家族難聴の病態ではないかと想像した。 I論文は聴覚医学に新知見を与え，医学の進歩に貢献す
メ病，低音突難との嫡電図学的比較では，内 リンパ | るところ大であって，学位に値するものとして合格と
水腫の関連する dominant-SPを示す例が家族難聴で l 判定した。
は認められなかったのに対し，メ病や低音突難ではそ | 審査担当者 主 査 教授 隈 上 秀 伯
ういった例が多かった。また，CM検出域値と純音聴力 | 副 査 教授 新 川 詔 夫



















佐々野利春は平成 3年 6月27日 「低音型聴力像を示
した家族性難聴」を主論文とし，r良性発作性頭位舷畳
症の臨床的観察J他 3篇を参考論文として長崎大学大
学院に医学博士の学位を申請した。長崎大学大学院医
学研究科委員会はこれを 7月17日の定例委員会に付議
し，論文の内容の要旨を検討し研究歴を審査した結果，
受理して差し支えないものと認めたので，上記の通り
審査委員を選出した。委員は主査を中心と慎重審査の
上，平成 3年 9月4日の定例委員会にその結果を報告
した。 低音聴力像を示す家族性難聴10家系19症例につ
いて，臨床的及び，鍋電図学的に検討した。その結果.
常染色体優性遺伝であることと，難聴は幼少時よりみ
